
演習問題集5年上第19回・くわしい解説
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (1)

ワンポイント 三角形の高さがどこの部分なのかを考えましょう。

① 点Ｐは秒速 2 cmで動きます。

8秒後には，2×8＝ 16 (cm)を動いていますから，三角形

ＰＢＣは，右の図の斜線部分になります。

底辺をＢＰにすると，底辺は 16 cmで，高さは点Ｃから，ＢＰかその延長上の直角マークま

でですから，ＡＣが高さになり，高さは 30 cmです。

よって三角形ＰＢＣの面積は，底辺×高さ÷2＝ 16×30÷2＝ 240 (cm2)です。

② 点Ｐは秒速 2 cmで動きます。

35秒後には，2×35＝ 70 (cm)を動いていますから，Ａを

通りこして，あと 70－50＝ 20 (cm)動くので，三角形ＰＢＣ

は，右の図の斜線部分になります。

底辺をＰＣにすると，底辺は 30－20＝ 10 (cm)で，高さは点Ｂから，ＰＣかその延長上の直

角マークまでですから，ＡＢが高さになり，高さは 50 cmです。

よって三角形ＰＢＣの面積は，底辺×高さ÷2＝ 10×50÷2＝ 250 (cm2)です。

(次のページへ)
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

③ ＰがＢからスタートして，Ａまで進む前に，三角形

ＰＢＣの面積が 450 cm2になるときがあります。

底辺をＢＰにしてその長さをアにすると，高さは

点Ｃから，ＢＰかその延長上の直角マークまでです

から，ＡＣが高さになり，高さは 30 cmです。

すると，底辺×高さ÷2＝ア×30÷2＝ 450 となり，ア＝ 450×2÷30＝ 30 (cm)です。

点Ｐを点Ｂをスタートして，30 cm動きました。

点Ｐは秒速 2 cmですから，30 cm動くのは，30÷2＝ 15 (秒後)です。

④ ＰがＢからスタートして，Ａをすぎてから，三角形

ＰＢＣの面積が 450 cm2になるときがあります。

底辺をＰＣにしてその長さをイにすると，高さは

点Ｂから，ＰＣかその延長上の直角マークまでです

から，ＢＡが高さになり，高さは 50 cmです。

すると，底辺×高さ÷2＝イ×50÷2＝ 450 となり，イ＝ 450×2÷50＝ 18 (cm)です。

点ＰはＢからＡまで 50 cmと，Ａから 30－イ＝ 30－18＝ 12 (cm)を進んだので，合計すると，

50＋12＝ 62 (cm)を進みました。

点Ｐは秒速 2 cmですから，62 cm動くのは，62÷2＝ 31 (秒後)です。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (2)

ワンポイント 点Ｐ，点Ｑが進んだようすを矢印で表しましょう。

① 点Ｐと点Ｑがはじめて出会うときは，右の図のように

なっています。

矢印が折れ曲がっているのでまっすぐにすると，下の図のようになります。

はじめは 12＋16＋12＝ 40 (cm)はなれていて，点Ｐは毎秒 5 cm，点Ｑは毎秒 3 cmで反対方向に

進むのですから，40÷(5＋3)＝ 5 (秒後)に重なります。

また，点Ｑは 5秒間で 3×5＝ 15 (cm)進むので，点Ｄからその場所までは，15－12＝ 3 (cm)で

す。

点Ａからその場所までは，16－3＝ 13 (cm)ですから，点Ｄの方が近く，答えは点Ｄから 3 cm

はなれた場所になります。

② 1回目に重なった点からスタートして，2回目に重なるまで

のようすが右の図です。

点Ｐと点Ｑは，合わせてちょうど 1周ぶん進んで重なります。

1周の長さは，(12＋16)×2＝ 56 (cm)で，点Ｐは秒速 5 cm，点Ｑは

秒速 3 cmですから，56÷(5＋3)＝ 7 (秒)で重なります。

スタートしてから 1回目に重なるまでには，(1)で求めた通り 5秒かかり，1回目に重なって

から 2回目に重なるまでは 7秒かかりますから，全部で 5＋7＝ 12 (秒)かかります。

また，その 12秒で，点Ｑは 3×12＝ 36 (cm)進みます。

ＣからＤ，ＤからＡ，ＡからＢは，12＋16＋12＝ 40 (cm)です。

点Ｑは，あと 40－36＝ 4 (cm)でＢに着くところで，2回目に出会いました。

よって 2回目に重なる場所は，点Ｂから 4 cmはなれたところです。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

反復問題(基本) 2

ワンポイント このような問題は，角度を利用して計算していきます。

(1) 点Ｐは 1周するのに 24秒かかりました。

1周は 360 度ですから，点Ｐは 1秒あたり，360÷24＝ 15 (度)の割合で回転します。

点Ｑは 1周するのに 72秒かかりました。

1周は 360 度ですから，点Ｑは 1秒あたり，360÷72＝ 5 (度)の割合で回転します。

(2) (1)で，点Ｐは 1秒あたり 15 度，点Ｑは 1秒あたり 5度の割合で回転することがわかりまし

た。

点Ｐと点Ｑは同じ方向に回転するので，1秒あたり，15－5＝ 10 (度)ずつはなれていきます。

360度はなれたときに，ちょうど 1周ぶんの差がついて，点Ｐと点Ｑは重なります。

360度はなれるのは，360÷10＝ 36 (秒後)です。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

反復問題(基本) 3

ワンポイント なぜグラフが折れ曲がるかを考えましょう。

(1) 点Ｐの動きが変化するときにグラフは折れ曲がります。

よって，右のグラフのア秒のときに点Ｐは点Ｂに着き，

10秒後に点Ｐは点Ｃに着き，14秒のとき点Ｐは点Ｄに

着いたことになります。

点Ｂから点Ｃまで動いているとき(ア秒後から 10秒後)に

面積が変わらなかったのは，下の図のように，三角形Ａ

ＰＤの底辺と高さが変わらなかったので，面積が変わら

なかったのです。

点Ｐは秒速 5 cmで，ＣからＤまで14－10＝ 4 (秒)かかるので，ＣＤの長さは 5×4＝ 20 (cm)に

なり，ＣＤとＡＢは同じ長さなので，ＡＢも 20 cmです。

(2) (1)で，ＣからＤまで動くには 4秒かかることがわかり，

ＣＤとＡＢは同じ長さなので，ＡからＢまで動くのも 4秒

かかります。

よって右のグラフのアは 4秒です。

点Ｐは，点Ｂから点Ｃまで動くのに，10－ア＝ 10－4＝ 6 (秒)

かかることになります。

点Ｐは秒速 5 cmですから，ＢＣの長さは，5×6＝ 30 (cm)です。

ＡＢは 20 cm，ＢＣは 30 cmで，4秒後の三角形ＡＰＤは右の図

のようになっているので，ｘ＝ 30×20÷2＝ 300 (cm2)です。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

反復問題(基本) 4

ワンポイント (3)は，ズルい解き方があります。

(1) 点Ｐは秒速 1 cm，点Ｑは秒速 3 cmですから，6秒間で

点Ｐは 1×6＝ 6 (cm)，点Ｑは 3×6＝ 18 (cm)進みます。

右の図のようになるので，四角形ＡＢＱＰは台形に

なり，上底は 6 cm，下底は 60－18＝ 42 (cm)，高さは

20 cmですから，面積は，(6＋42)×20÷2＝ 480 (cm2)です。

(2) 直線ＰＱが辺ＡＢと平行になったときは，右の図の

ようになっています。

右の図のように，点Ｐと点Ｑがはじめ 60 cmはなれて

いて，秒速 1 cmと秒速 3 cmで，いつすれちがうかという

問題と同じですから，60÷(1＋3)＝ 15 (秒後)になります。

(3) スタートするときは右の図のようになっている

ので，四角形ＡＢＱＰ(といっても，四角形ではな

く三角形ですが)の面積は，60×20÷2＝ 600 (cm2)です。

(1)で，6秒後の面積は 480 cm2であることがわかっています。

6秒間で，600－480＝ 120 (cm2)へりました。

1秒あたり，120÷6＝ 20 (cm2)ずつへることがわかりました。

(3)では，面積が 250 cm2になるのが何秒後かを求めます。

はじめの面積は 600 cm2ですから，面積が 250 cm2になるためには，600－250＝ 350 (cm2)へれば

よいです。

1秒当たり 20 cm2ずつへるのですから，350÷20＝ 17.5 (秒後)に，面積が 250 cm2になります。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

反復問題(練習) 1

ワンポイント 図をしっかり書けたら，ほとんど出来たも同然です。

点Ｐは秒速 3 cm，点Ｑは秒速 2 cmですから，6秒間で点Ｐは 3×6＝ 18 (cm)進み，点Ｑは

2×6＝ 12 (cm)進みます。

点Ｐは点Ｂをこえてあと 18－10＝ 8 (cm)のところにいます。

点Ｑは点Ｄをこえてあと 12－10＝ 2 (cm)のところにいます。

6秒後の三角形ＡＰＤは，右の図のしゃ線部分のようになります。

アの面積は 8×10÷2＝ 40 (cm2)，

イの面積は (10－8)×(10－2)÷2＝ 8 (cm2)，

ウの面積は 10×2÷2＝ 10 (cm2)で，

正方形ＡＢＣＤの面積は 10×10＝ 100 (cm2)ですから，

三角形ＡＰＱの面積は，100－(40＋8＋10)＝ 42 (cm2)です。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

反復問題(練習) 2 (1)

ワンポイント なぜグラフが折れ曲がるかを考えましょう。

点ＰはＡをスタートし，Ｂ，Ｃを通り，Ｄでゴールです。

ＢやＣを通るときに，進み方が変わるので，

グラフも，ＢやＣのところで折れ曲がって

いるはずです。

右のグラフのように，折れ曲がっているとこ

ろに，ＡからＤの記号を書いておきましょう。

グラフを見ると，Ｐは 6秒後にＢに着いた

ことがわかります。

Ｐは毎秒 2 cmの速さで動くので，6秒間で

2×6＝ 12（cm）動きます。

よって，ＡＢの長さは 12 cmであることがわかります。

また，このグラフは三角形ＡＰＤの面積のグラフです。

このグラフを見ると，6秒後に，ＰがＢについた

ときの三角形ＡＰＤの面積は 48 cm
2
であることが

わかりますから，右の図のようになります。

三角形ＡＰＤの底辺を 12 cmとすると，高さは

辺ＢＣの長さになるので，辺ＢＣを とすると，

12× ÷2＝ 48

＝ 8（cm）

辺ＢＣの長さは 8 cmであることがわかりました。

点ＰはＡを出発してＣにくるまでに，

12＋8＝ 20（cm）動きました。

点Ｐは毎秒 2 cmの速さで動くので，Ｃにくるまでに，

20÷2＝ 10（秒）かかることがわかります。

（次のページへ）
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

グラフに，ＰがＣにきたのは 10秒後で

あることを書きこんでおきましょう。

さらに，ＰがＣにきたときの，

三角形ＡＰＤの面積は 28 cm
2
ですから，

右の図のようになります。

三角形ＡＣＤの面積が 28 cm
2
で，

三角形ＡＣＤの底辺をＣＤとして とすると，

高さはＢＣなので 8 cmになりますから，

×8÷2＝ 28

よって，ＣＤの長さは 7 cmになります。

グラフのｙというのは，ＰがＤに着いたときです。

ＰはＡからＤまで，12＋8＋7＝ 27（cm）動きました。

毎秒 2 cmで動くのですから，27÷3＝ 13.5（秒後）です。

ｘが 10，ｙが 13.5 であることがわかりました。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

反復問題(練習) 2 (2)

ワンポイント グラフを有効利用しましょう。

このような問題の解き方は 2つあります。

１．図形を使って解く。

２．グラフを使って解く。

しかしだいたいの問題では，２．のグラフを使って

解く方がカンタンです!!

(1)で，右のようなグラフを書くことが

できましたね。このグラフは，三角形ＡＰＤの

面積の変化のグラフで，(2)では三角形ＡＰＤの

面積が 40 cm
2
になるときをたずねています。

よってグラフの，面積が 40 cm
2
になる

ときを求めればよいことになります。

グラフを見るとわかるように，2回あります。

まず 1回目は，ＰがＡからＢまで進む途中に

あります。

ＰはＡからＢまで，6秒間に 48 cm
2
増えたの

ですから，1秒あたり，48÷6＝ 8（cm
2
）ずつ

増えます。

面積が 40 cm
2
になるのは，

40÷8＝5（秒後）です。

次に 2回目です。ＰがＢからＣまでの途中に

あります。

ＰはＢからＣまで，10－6＝ 4（秒間）に

48－28＝ 20（cm
2
）減りました。1秒あたり，

20÷4＝ 5（cm
2
）ずつ減ります。

出発してから 6秒後の面積は 48 cm
2
で，

面積が 40 cm
2
になるためには，

48－40＝ 8（cm
2
）だけ減らさなければなり

ません。ところが 1秒間には 5 cm
2
ずつ減る

のですから，8÷5＝ 1.6（秒）かかります。

6秒後の 1.6 秒後ですから，6＋1.6＝ 7.6（秒後）

です。

答えは，5秒後と 7.6 秒後です。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

反復問題(練習) 3

ワンポイント (2)は，Ｂを通過する時間をある程度書いてみる必要があります。

(1) 三角形ＰＣＱが正三角形になったときは，右の図のように

なっています。

もし，点ＱがＣからＡへ進まずに，同じ速さでＣからＢの

方に進んだとしたら，点Ｐと点Ｑはちょうどすれちがったは

ずです。

正三角形の 1辺は 14 cmで，点Ｐは秒速 2 cm，点Ｑは秒速 7 cm

5
ですから，すれちがうのは，14÷(2＋7)＝ 1 (秒後)です。

9
5

よって，1 秒後に，三角形ＰＣＱが正三角形になります。
9

(2) 点ＰがはじめてＡを通過するのは，14×2÷2＝ 14 (秒後)です。

正三角形ＡＢＣの 1 周は 14×3＝ 42 (cm)ですから，点Ｐは 1周するのに，42÷2＝ 21 (秒)か

かります。

よって点ＰがＢを通過するのは，出発してから 14秒後，14＋21＝ 35 (秒後)，35＋21＝ 56 (秒

後)，…のようになります。

点ＱがはじめてＡを通過するのは，14÷7＝ 2 (秒後)です。

1周は 14×3＝ 42 (cm)ですから，42÷7＝ 6 (秒)ごとにＡを通過します。

よって点ＱがＡを通過するのは，出発してから 2秒後，2＋6＝ 8 (秒後)，8＋6＝ 14 (秒後)，

…のようになります。

点Ｐは 14秒後，35秒後，56秒後，……，点Ｑは 2秒後，8秒後，14秒後，……にＡを通過す

るのですから，点Ｐも点ＱもＢをはじめて通過するのは，14 秒後であることがわかります。

そのあとは，点Ｐは 21 秒ごと，点Ｑは 6秒ごとにＢを通過するので，点Ｐも点Ｑも同時に

Ｂを通過するのは，21と 6の最小公倍数である 42秒ごとです。

1回目に点Ｐも点Ｑも同時にＢを通過するのは 14秒後で，2回目は 14＋42＝ 56 (秒後)，3回目

は 56＋42＝ 98 (秒後)ですから，答えは 98秒後です。

Ｐ

Ｑ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ

Ｑ

Ａ

Ｂ Ｃ
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反復問題(練習) 4 (1)

ワンポイント 「上底と下底の和」を利用しましょう。

このような問題では，

上底と下底の和

を利用して，問題を解いていきます。

台形ＡＢＣＤの上底と下底の和は，16＋24＝ 40（cm）です。

40 cmの半分は 20 cmですから，

直線ＰＱが台形ＡＢＣＤの面積を 2等分するのは，

ＡＰ＋ＢＱが 20 cmになったときです。

ＰはＡを出発して毎秒 2 cm，ＱはＢを出発して毎秒 4 cmですから，ＡＰ＋ＢＱは，

1秒あたり 2＋4＝ 6（cm）ずつ増えます。

1
ＡＰ＋ＢＱが 20 cmになるのは，20÷6＝ 3 （秒後）です。

3

Ｐ

Ｑ

16cm

24cm

Ａ

Ｃ
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Ｂ
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

反復問題(練習) 4 (2)

ワンポイント 「上底と下底の和」を利用しましょう。

点Ｐは辺ＡＤ上を往復し，点Ｑは辺ＢＣ上を往復することに注意しましょう。

（よく，点ＰはＡを出発してからＤを通ったあと，Ｃのほうへ進んでいってしまう

というかんちがいをしやすいです。注意しましょう。）

直線ＰＱが 2回目に台形ＡＢＣＤの面積を

2等分するのは，右図のようになったときです。

このような問題では，

進んだ長さの和か差がわかるように，

問題が仕組まれていることが多い。

この問題もやはり仕組まれています。

右図のように，Ｐが進んだ長さをア，

Ｑが進んだ長さをイとすると，進んだ

長さの和は，ア＋イ になります。これを

求めることができるように，問題が

仕組んであるわけです。

右の図で，ア＋ウ はＡＤ 2本ぶんですから，

16×2＝ 32（cm）です。イ＋エ はＢＣ 2本ぶんですから，

24×2＝ 48（cm）です。よって，ア＋イ＋ウ＋エ は，32＋48＝ 80（cm）です。

知りたいのは ア＋イ ですから，ア＋イ＋ウ＋エ では，ウ＋エ の長さがじゃまです。

この，ウ＋エ は，(1)と同じく台形ＡＢＣＤの面積を 2等分しているので，20 cmのはずです。

よって，ア＋イ は，80－20＝ 60（cm）です。

以上のことから，ＰとＱの進んだ長さの和が，60 cmになればよいことがわかりました。

ＰとＱは 1秒あたり，2＋4＝ 6（cm）ずつ進みますから，60÷6＝ 10（秒後）です。

24cm

24cm

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｐ

Ｂ
イ

ア

ウ

エ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｑ

16cm

16cm
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

反復問題(練習) 5

ワンポイント 直角三角形になる条件を理解しましょう。

三角形ＡＰＱの 3つの辺のうち，どれかの辺が直径になっていれば，その

三角形は直角三角形になります。

なぜなら，右の図のように円の中心から線を引くと，半径と半径は等しい

ので，二等辺三角形が 2つできます。

二等辺三角形の 2つの角は等しいので，右の図のようにアとア，イとイに

すると，三角形の内角の和は 180度なので，アアイイ＝ 180度です。

よって，アイは 180÷2＝ 90（度）になるので，右の図のかげをつけた角

度は直角になり，三角形は直角三角形になります。

三角形ＡＰＱが直角三角形になるためには，

① ＡＰが直径になる

② ＡＱが直径になる

③ ＰＱが直径になる

のどれかが必要です。

どちらにしろ，「点Ｐが 1周し終えるまでの時間の間」ですから，24秒までで考えればＯＫで

す。

また，点Ｐは 1周するのに 24秒かかりました。

1周は 360 度ですから，点Ｐは 1秒あたり，360÷24＝ 15 (度)の割合で回転します。

点Ｑは 1周するのに 36秒かかりました。

1周は 360 度ですから，点Ｑは 1秒あたり，360÷36＝ 10 (度)の割合で回転します。

（次のページへ）

直径

ア

イ

イ

直径

ア

イ

ア
ア

イ

直径
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

① ＡＰが直径になる

点Ｐは 24秒で 1周するのですから，点Ｐが半周動いてＡＰが直径になるのは，24÷2＝ 12（秒

後）です。

② ＡＱが直径になる

点Ｑが 180 度動いたときに，ＡＱは直径になります。

点Ｑは 1秒間に 10度ずつ動きますから，180 度動くのは，180÷10＝ 18（秒後）です。

また，点Ｑが 360＋180＝ 540（度）動いたときにも，ＡＰは直径になりますが，

540÷10＝ 54（秒後）では，点Ｐが 1周する時間（＝ 24秒）を超えているのでダメです。

③ ＰＱが直径になる

点Ｐ，点Ｑが合わせて 180 度動けば，ＰＱは直径になります。

180÷(15＋10)＝ 7.2（秒後）に，ＰＱは直径になります。

また，点Ｐ，点Ｑが合わせて 360＋180＝ 540（度）動いたときにも，ＰＱは直径になります。

540÷(15＋10)＝ 21.6（秒後）です。

さらに，点Ｐ，点Ｑが合わせて 360＋360＋180＝ 900（度）動いたときにも，ＰＱは直径に

なります。

900÷(15＋10)＝ 36（秒後）になりますが，これは点Ｐが 1周する時間（＝ 24 秒）を超えて

いるのでダメです。

①で 12 秒後，②で 18 秒後，③で 7.2 秒後と 21.6 秒後に三角形ＡＰＱが直角三角形になります

から，答えは 7.2 秒後，12秒後，18秒後，21.6 秒後です。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

トレーニング 1

(1) 点Ｐは秒速 2 cmで動きます。

4秒間で，2×4＝ 8 (cm)動きますから，三角形ＡＰＤは

右の図の斜線部分のようになります。

三角形ＡＰＤの底辺は 20 cmで，高さは 8 cmですから，

面積は 20×8÷2＝ 80 (cm2)です。

(2) 点Ｐは秒速 2 cmで動きます。

14秒間で，2×14＝ 28 (cm)動きますから，点ＰはＢを通り

超して，あと 28－20＝ 8 (cm)動くので，三角形ＡＰＤは右の

図の斜線部分のようになります。

三角形ＡＰＤの底辺は 20 cmで，高さも 20 cmですから，

面積は 20×20÷2＝ 200 (cm2)です。

(3) 点Ｐは秒速 2 cmで動きます。

27秒間で，2×27＝ 54 (cm)動きますから，点ＰはＢを通り

超して，あと 54－20×2＝ 14 (cm)動きますから，三角形ＡＰ

Ｄは右の図の斜線部分のようになります。

三角形ＡＰＤの底辺は 20 cmで，高さは 20－14＝ 6 (cm)ですから，

面積は 20×6÷2＝ 60 (cm2)です。

(次のページへ)
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

(4) 点ＰがＢからＣまで動いている間に，三角形ＡＰＤの面積は変わりません。

点Ｐは秒速 2 cmですから，Ｂに着くのは 20÷2＝10(秒後)，Ｃに着くのは (20＋20)÷2＝20(秒

後)なので，答えは 10秒後から 20秒後までになります。

(5) 三角形ＡＰＤの面積が 140 cm2になる 1回目は，右の図のように

なった場合です。

ＡＰの長さを とすると，20× ÷2＝ 140 です。

よってＡＰの長さは 140×2÷20＝ 14 (cm)で，点Ｐは毎秒 2 cm

ですから，14÷2＝ 7 (秒後)です。

三角形ＡＰＤの面積が 140 cm2になる 2回目は，右の図のように

なった場合です。

ＰＤの長さを とすると，20× ÷2＝ 140 です。

よってＰＤの長さは 140×2÷20＝ 14 (cm)で，点Ｐは，Ａから

Ｂまでの 20 cm，ＢからＣまでの 20 cm，ＣからＰまでの 20－14＝ 6

(cm)を動きました。

合わせて，20＋20＋6＝ 46 (cm)動いたことになります。

点Ｐは毎秒 2 cmですから，46÷2＝ 23 (秒後)です。

よって答えは，7秒後と 23秒後です。

Ｐ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ
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Ｃ
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Ｂ
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Ｃ
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Ａ
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Ｃ
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

トレーニング 2

(1) 点Ｐと点Ｑがはじめて重なるときは，右の図のようになって

います。

矢印が折れ曲がっているのでまっすぐにすると，下の図のよ

うになります。

はじめは 20＋15＝ 35 (cm)はなれていて，点Ｐは毎秒 2 cm，点Ｑは毎秒 3 cmで反対方向に

進むのですから，35÷(2＋3)＝ 7 (秒後)に重なります。

また，点Ｑは 7秒間で 3×7＝ 21 (cm)進むので，点Ｂからその場所までは，21－15＝ 6 (cm)で

す。

点Ａからその場所までは，20－6＝ 14 (cm)ですから，点Ｂの方が近く，答えは点Ｂから 6 cm

はなれた場所になります。

(2) 1 回目に重なった点からスタートして，2回目に重なるまで

のようすが右の図です。

点Ｐと点Ｑは，合わせてちょうど 1周ぶん進んで重なります。

1周の長さは，(15＋20)×2＝ 70 (cm)で，点Ｐは秒速 2 cm，点Ｑは

秒速 3 cmですから，70÷(2＋3)＝ 14 (秒)で重なります。

スタートしてから 1回目に重なるまでには，(1)で求めた通り 7秒かかり，1回目に重なって

から 2回目に重なるまでは 14秒かかりますから，全部で 7＋14＝ 21 (秒)かかります。

また，その 21秒で，点Ｐは 2×21＝ 42 (cm)進みます。

ＡからＢ，ＢからＣは，20＋15＝ 35 (cm)です。

点Ｐは，あと 42－35＝ 7 (cm)進んで，2回目に重なりました。

よって 2回目に重なる場所は，点Ｃから 7 cmはなれたところです。

Ｐ

ＱＢ

Ａ

Ｃ

Ｄ

20cm

15cm

Ａ Ｂ Ｃ

20cm 15cm

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

20cm

15cm

1回目
2回目
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

トレーニング 3

(1) グラフの折れ曲がっているところで，点Ｐの動き方が変化

したので，点Ｐは 0秒のときにＢ，ｘ秒のときにＡ，16秒の

ときにＣに着いたことがわかります。

点ＰはＢからＡを通ってＣまで 16秒かかりました。

点Ｐは秒速 1 cmなので，ＢからＡを通ってＣまでの長さは，

1×16＝ 16 (cm)です。

ところで問題の図にＡＣは 10 cmと書いてありましたから，ＢＡは，16－10＝ 6 (cm)です。

グラフのｘは点ＰがＢからＡまでの 6 cmを進むのにかかる時間のことですから，6÷1＝ 6 で

す。

(2) (1)で，ＡＢの長さは 6 cmであることがわかりました。

また，点ＰがＡに着いたときの三角形ＰＢＣの面積は 24 cm2

であることが，グラフによってわかります。

ＢＣ×6÷2＝ 24 ですから，ＢＣ＝ 24×2÷6＝ 8 (cm)です。

よって，ＡＢは 6 cm，ＢＣは 8 cmであることがわかりました。

(3) このような問題は，グラフを利用して求めます。

三角形ＰＢＣの面積が 2回目に 6 cm2になるのは，右のグラフの

をつけたところです。

ｘは(2)で求めたとおり 6ですから，6秒後から 16秒後までの

16－6＝ 10 (秒間)で，面積は 24 cm2へっています。

1秒あたり，24÷10＝ 2.4 (cm2)ずつへっていくことになります。

6秒のときは 24 cm2だったので，6 cm2になるためには，24－6＝ 18 (cm2)だけへればよいので，

18÷2.4＝ 7.5 (秒)かかります。

6秒のときの 7.5 秒後ですから，6＋7.5＝ 13.5 (秒後)に，2回目に 6 cm2になります。

ｘ 160

24

(cm )
2

(秒)Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ Ｃ

Ａ

10cm

6cm
24cm2

ｘ 160

24

(cm )
2

(秒)Ｂ

Ａ

Ｃ
6



- 21 -

演習問題集５上第１９回 くわしい解説

トレーニング 4

(1) 点Ｐと点Ｑは反対方向に動きます。

点Ｐは毎秒 9度，点Ｑは毎秒 6度ずつ動くのですから，1秒あたり，9＋6＝ 15 (度)ずつはな

れていきます。

① 8秒後には，15×8＝ 120 (度)はなれて，角ＰＯＱは 120 度になります。

② 20秒後には，15×20＝ 300 (度)はなれて，右の図のように

なります。

角ＰＯＱの小さい方の角度は，右の図のかげをつけた角

ですから，360－300＝ 60 (度)です。

③ 点Ｐ，点Ｑ合わせて 1周すれば重なります。

360÷(9＋6)＝ 24 (秒後)です。

(2)① 点Ｐは 24秒で 1周するので，1秒あたり，360÷24＝ 15 (度)です。

点Ｑは 40秒で 1周するので，1秒あたり，360÷40＝ 9 (度)です。

② ①で求めたとおり，点Ｐは毎秒 15度，点Ｑは毎秒 9度動きます。

点Ｐと点Ｑは同じ方向に動くので，1秒あたり，15－9＝ 6 (度)ずつはなれていきます。

90度はなれて直角になるのは，90÷6＝ 15 (秒後)です。

③ ②でわかった通り，点Ｐと点Ｑは 1秒あたり，6度ずつはなれていきます。

ちょうど 1 周( ＝ 360 度)ぶんはなれたときにはじめて重なるのですから，360÷6＝ 60 (秒

後)です。

Ｏ

Ｐ

Ｑ

300°

Ａ
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

実戦演習 1

(1) 点Ｐは秒速 5 cm，点Ｑは秒速 3 cmですから，18秒間で点Ｐは 5×18＝ 90 (cm)進み，点Ｑは

3×18＝ 54 (cm)進みます。

長方形ＡＢＣＤのまわりの長さは (11＋20)×2＝ 62 (cm)です。

点Ｐは 1周とあと 90－62＝ 28 (cm)，点Ｑは 1周まであと 62－54＝ 8 (cm)のところにいます。

点ＰはＡをこえてあと 28－11＝ 17 (cm)のところに

いるので，三角形ＰＱＣは右の図の斜線部分になり

ます。

アの面積は 17×(11－8)÷2＝ 25.5 (cm2)，

イの面積は 20×8÷2＝ 80 (cm2)，

ウの面積は (20－17)×11÷2＝ 16.5 (cm2)です。

よって斜線部分の面積は，11×20－(25.5＋80＋16.5)＝220－122＝ 98 (cm2)です。

(2) 点Ｐは点Ｑよりも速いので，右の図のようになって

直線ＰＱがＡＢと平行になります。

折れ曲がっているのをまっすぐにすると，

点Ｐは点Ｑよりも 11 cm後ろからスタートして，

いつ追いつけるか，という問題になります。

点Ｐは秒速 5 cm，点Ｑは秒速 3 cmですから，

11÷(5－3)＝ 5.5 (秒後)に追いつきます。

ア

Ｂ Ｃ

Ａ Ｄ
17cm

8cm

Ｐ

Ｑ

イ

ウ

20cm

11cm

Ｂ Ｃ

Ａ ＤＰ

Ｑ
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Ｐ
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

実戦演習 2 (1)

問題文をちゃんと読めば，かんたんに解くことができます。

四角形ＡＢＣＤは 1辺 12 cmの正方形で，Ｎは辺ＡＤの

真ん中の点ですから，ＡＮもＮＤも，12÷2＝ 6 (cm)です。

グラフの をつけたところはグラフが折れ

曲がったところを表しています。

よって 0秒のときは点ＰはＭにいて，2秒の

ときはＢ，イ秒のときはＣ，ウ秒のときはＤ，

そして面積が 0になったときはＮについたとき

のことを表しています。

（ア秒のときは がついていないので，グラ

フが折れ曲がっていないことに注意しましょう。）

2秒のときに点ＰがＢにきたときは，

三角形ＰＮＭは右の図の斜線部分のようになっています。

この面積が 12 cm2ですが，底辺をＭＢとすると，高さは

ＡＮなので 6 cmです。

よって，ＭＢ×6÷2＝ 12 となり，ＭＢ＝ 12×2÷6＝ 4 (cm)

です。

点Ｐは，ＭからＢまで 2秒かかっているのですから，点Ｐの秒速は，4÷2＝ 2 (cm)です。

12cmＢ Ｃ

Ａ ＤＮ

Ｍ
12cm

6cm 6cm

Ｎ
ア イ ウ0 2
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実戦演習 2 (2)

アから求めようとしてはいけません。アがもっともむずかしいです。

(1)で，点Ｐは 2秒のときにＢ，イ秒のときに

Ｃに着いたことがわかっています。

ＢからＣまでは 12 cmで，(1)で求めたとおり

点Ｐは秒速 2 cmですから，ＢからＣまでは

12÷2＝ 6 (秒)かかります。

よってイは 2＋6＝ 8 (秒)になります。

イ秒のときは，三角形ＰＮＭは右の図の斜線部分の

ようになっています。

★の面積は，6×(12－4)÷2＝ 24 (cm2)，

☆の面積は，12×4÷2＝ 24 (cm2)，

◎の面積は，6×12÷2＝ 36 (cm2)ですから，

斜線部分の面積は，12×12－(24＋24＋36)＝ 60 (cm2)です。

これがオです。

また，ＣからＤも 12 cmなので 6秒かかりますから，ウは 8＋6＝ 14 (秒)です。

ウ秒のときは，三角形ＰＮＭは右の図の斜線部分の

ようになっています。

斜線部分の面積は，6×(12－4)÷2＝ 24 (cm2)です。これ

がエです。

(次のページへ)
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

これで，グラフの数値がかなりわかって

きました。まだわかっていないのはアです。

ア秒のときは， がついていないので，

グラフが折れ曲がっていません。

2秒のときは 12 cm2で，8秒のときは 60 cm2

ですから，8－2＝ 6 (秒)で，60－12＝ 48 (cm2)

増えています。

1秒あたり，48÷6＝ 8 (cm2)ずつ増えています。

ア秒のときは，面積が 24 cm2になっているので，2秒のときの 12 cm2よりも，24－12＝ 12 (cm2)

だけ増えています。

1秒あたり 8 cm2ずつ増えるのですから，12÷8＝ 1.5 (秒)かかったことになり，アは 2＋1.5＝ 3.5

(秒)です。

これで，ア，イ，ウ，エ，オはそれぞれ，3.5，8，14，24，60 であることがわかりました。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

実戦演習 3 (1)

Ｐは 18秒で 1回転するので，1秒あたり，360÷18＝ 20 (度)ずつ回転します。

Ｑは 12秒で 1回転するので，1秒あたり，360÷12＝ 30 (度)ずつ回転します。

ＰＱが直径になる 1回目は，右の図のようにＰ，Ｑ合わせて，

180－120＝ 60 (度)回転したときですから，60÷(20＋30)＝ 1.2 (秒後)

です。

そのあと，180÷(20＋30)＝ 3.6 (秒)でＰとＱが重なり，

さらにあと 3.6 秒で，ＰＱが直径になります。

よってＰＱが 2回目に直径になるのは，出発してから

1.2＋3.6＋3.6＝ 8.4 (秒後)です。

ＰＱが直径になるのは，1回目が 1.2 秒後，2回目が 8.4 秒後であることがわかりました。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

実戦演習 3 (2)

ふつう，三角形が直角三角形になるためには，3つの角のいずれかが直角になればよいのです

が，三角形ＯＰＱの場合は，点Ｐと点Ｑは円周上にあります。

たとえば点Ｐのところが直角になると，右の図のようになるので

点Ｑが円周上から外れてしまい，おかしいです。

点Ｑのところが直角の場合も，同じようにしておかしい

ですから，三角形ＯＰＱが直角三角形になるとすれば，点

Ｏのところが直角になる必要があります。

点Ｏのところが直角になる 1回目は，Ｐ，Ｑ合わせて，

360－(120＋90)＝ 150 (度)回転すればよいです。

(1)で求めた通り，Ｐは 1秒あたり 20度，Ｑは 1秒あたり 30度

回転しますから，Ｐ，Ｑ合わせて 150 度回転するのは，

150÷(20＋30)＝ 3 (秒後)です。

そのあと，90÷(20＋30)＝ 1.8 (秒)で重なり，

さらにあと 1.8 秒で，ＰとＱが直角に広がります。

よってＰＱが 2回目に直径になるのは，出発してから

3＋1.8＋1.8＝ 6.6 (秒後)です。

三角形ＯＰＱが直角三角形になるのは，1回目が 3秒後，

2回目が 6.6 秒後であることがわかりました。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

実戦演習 3 (3)

三角形ＡＰＱの 3つのちょう点のうち，点Ａはずっと動きません。

三角形ＡＰＱが正三角形になるのは，

右の図の 2通りが考えられます。

どちらにしろ，ＰやＱは 120 度の

倍数を回転したときに，右の図の

状態になりえます。

Ｐは毎秒 20 度ずつ回転するので，120÷20＝ 6 (秒)の倍数のときに，図の状態になりえます。

Ｑは毎秒 30 度ずつ回転するので，120÷30＝ 4 (秒)の倍数のときに，図の状態になりえます。

6と 4の最小公倍数は 12ですから，まず「 12秒後」が答えになりそうです。

しかし 12秒後には，ＰはＡから 20×12＝ 240 (度)回転し，

ＱはＢから 30×12＝ 360 (度)回転するので，右の図のように

ＰとＱは同じ点になり，正三角形にはなりません。

次に，12秒後の 2倍である，24秒後について考えます。

24 秒後には，ＰはＡから 20×24＝ 480 (度)回転するので，1まわりとあと 480－360＝ 120 (度)

回転します。

ＱはＢから 30×24＝ 720 (度)回転して，もとのＢ点にもどります。

よって右の図のようになり，三角形ＡＰＱは正三角形となるので

ＯＫです。

したがって，答えは 24秒後になります。

120°

120°

120°

Ｑ

Ｏ

Ａ

Ｐ

120°

120°

120°

Ｐ

Ｏ

Ａ

Ｑ

240°

120°

Ｑ

Ｏ

Ａ

Ｐ

120°

120°

120°

Ｑ

Ｏ

Ａ

Ｐ



- 29 -

演習問題集５上第１９回 くわしい解説

実戦演習 4 (1)

点Ｐと点Ｑが重なるとしたら，辺ＡＣのどこかで重なるしかありえないことに注意しましょう。

この問題にはいろいろな解き方がありますが，「おそい人(この問題では点Ｑのこと)が端に立

って速い人(この問題では点Ｐのこと)を待ち構える」という解き方で解説します。

おそい人である点ＱがＡまで進んで，点Ｐを待ち構えます。

点ＱはＡまで進むのに，9÷2＝ 4.5 (秒)かかります。

その 4.5 秒で，点Ｐは 3×4.5＝ 13.5 (cm)進みますから，点Ｐは

Ｃから 13.5－9＝ 4.5 (cm)だけ，Ａの方へ進んだところにいます。

点Ｐと点Ｑは，15－4.5＝ 10.5 (cm)はなれていますから，

10.5÷(3＋2)＝ 2.1 (秒)で，重なります。

よって点Ｐと点Ｑが重なるのは，出発してから 4.5＋2.1＝ 6.6 (秒後)です。

別解 (1)を解くだけならば，次のような解き方の方が簡単です。

点Ｐと点Ｑは，右の図の太線のようにして重なります。

まっすぐにすると右の図のように

なり，9＋15＋9＝ 33 (cm)はなれたと

ころから，秒速 3 cmと秒速 2 cmで反対

方向に進むので，重なるとすれば，

33÷(3＋2)＝ 6.6 (秒後)です。

確かに 6.6 秒で，Ｐは 3×6.6＝ 19.8 (cm)進むので，ＢＣの長さである 9 cmよりも長いし，

ＢからＣを通ってＡまでの長さである 9＋15＝ 24 (cm)よりも短いので，ＣＡの途中で重なります。

点Ｐと点Ｑは，出発してから 6.6 秒後にはじめて重なることがわかりました。
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演習問題集５上第１９回 くわしい解説

実戦演習 4 (2)

この問題も「おそい人が端に立って速い人を待ち構える」という解き方で解説しますので，(1)

の解き方を理解してから(2)の解説を読みましょう。

点Ｐは 1周するのに，(9＋15＋12)÷3＝ 12 (秒)かかります。

点Ｑは 1周するのに，(9＋15＋12)÷2＝ 18 (秒)かかります。

12と 18の最小公倍数は 36なので，36秒たったときに，点Ｐも点Ｑも出発地点にもどります。

よって，36秒を 1セットとして，同じことをくり返すことになります。

1回目の重なりは，6.6 秒後であることが(1)でわかりました。

次に，点Ｑが 18秒で 1周して，のこり 9÷2＝ 4.5 (秒)でＡまで進んで，点Ｐを待ち構えます。

18＋4.5＝ 22.5 (秒)で点Ｐは 1周(＝ 12秒)し，あと 22.5－12＝ 10.5 (秒)

進みます。

点Ｐは 3×10.5＝ 31.5 (cm)を進みますから，ＢからＣ，Ａを通りこ

して，あと 31.5－(9＋15)＝ 7.5 (cm)を進むので，点Ｐは右の図の位置

にいます。

点Ｐと点Ｑは右の図のように，(12－7.5)＋9＋15＝ 28.5 (cm)はなれて

いるので，28.5÷(3＋2)＝ 5.7 (秒)で重なります。

重なるまでに点Ｑは，2×5.7＝ 11.4 (cm)進んでいるので，確かに

ＡＣのどこかで重なっています。

この重なりは，点Ｐと点Ｑが出発してから，22.5＋5.7＝ 28.2 (秒後)

です。

よって，1セット(＝ 36秒)の中で点Ｐと点Ｑが重なるのは，6.6 秒後と 28.2 秒後の 2回あること

がわかりました。

4セット＝ 36×4＝ 144 (秒)あれば，点Ｐと点Ｑは 2×4＝ 8 (回)重なります。

10回目に重なるのは，あと 10－8＝ 2 (回)ぶんです。

1回目は 6.6 秒後，2回目は 28.2 秒後ですから，144秒に 28.2 秒をプラスして，答えは

144＋28.2＝ 172.2 (秒後)になります。
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